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株式会社京都環境保全公社

食品廃棄物等適正処理

～処理業者の視線からの留意事項～



■混合廃棄物の最終処分量削減を目的とした選別設備整備

当社の事業概要序序

商 号 株式会社 京都環境保全公社

創 ⽴ 昭和49年7⽉

資 本 ⾦ 15億4百万円

事業内容 産業廃棄物収集運搬、中間処理及びリサイクル 最終処分

株 主 京都府、京都市、⺠間企業43社

取引先銀⾏ 京都銀⾏、京都信⽤⾦庫、京都中央信⽤⾦庫

加盟団体 京都商⼯会議所、京都⼯業会、京都府産業廃棄物協会

千両松地域エコ協議会、全国廃棄物処理公社等連絡協議会

⽇本RPF⼯業会、など



■混合廃棄物の最終処分量削減を目的とした選別設備整備

当社の事業概要(廃棄物の収集運搬、中間処理、最終処分、分析、研究など)序序



■混合廃棄物の最終処分量削減を目的とした選別設備整備

＊焼却処理

当社の事業概要（各種処理・処分・リサイクル・運搬）序序
＊埋⽴処分

＊収集運搬

産業廃棄物の埋⽴（燃え殻・煤塵などを埋⽴処分）

＊各種リサイクル原料製造（廃棄物から再資源化へ）

産業廃棄物の焼却 （１００トン／１⽇）

⼀般⼯場・医療機関・⼯事現場・などから運搬RPF
製造

下⽔汚から
⼟壌改良材

へ

セメント原料
等再資源化



■混合廃棄物の最終処分量削減を目的とした選別設備整備

•当社での⾷品廃棄物・商品廃棄物処理の基本的考え11

当社における⾷品系廃棄物・商品系廃棄物処理は、

依頼された廃棄物を責任もって完全廃棄することができる

「焼却処理」を薦めています。併せて法順守は当然のこと

処理⼯程の⾒える化を進めることでお客様へ

「安⼼」・「安全」・「信頼」を提供することを基本としています。
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処理会社として出来る廃棄物流出防⽌対策として（廃棄物の事前確認）２２

｛お問合せ｝

お客様から廃棄物

処理のお問い合わせ。

｛廃棄物の確認｝

廃棄物内容の確認、
処理⽅法のご希望など

｛処理検討会｝

社内で処理・保管などの
検討・決定

（営業・処理・環境の各担当）
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処理会社として出来る廃棄物流出防⽌対策として（契約と受⼊）３３

｛廃棄物処理契約｝

廃棄物数量・処理⽅法、
価格等のご契約。

｛ご搬⼊・受⼊｝

ご契約内容に沿った廃棄物を
ご搬⼊時に確認。
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処理会社として出来る廃棄物流出防⽌対策として（保管or処理）４４

｛廃棄物保管｝

処理の状況や⼯程などにあわせて

廃棄物を流失予防を⾏い

確実に保管

｛各種処理｝

処理検討会決定の処理⽅法を履⾏

必要に応じて前処理の

破砕・選別⼯程など実施
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処理のイメージ（破砕や焼却処理の主な流れ）５５
そのまま

焼却炉へ投⼊

破
砕
処
理

廃棄物の⼤きさなど必要に応じ細かくする為に破砕処理
その後焼却炉へ投⼊
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9

当社取扱⾷品・商品系廃棄物の⼀例６６
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当社の商品系廃棄物の保管⽅法７７
• 受⼊→保管→各種処理⼯程を構内監視カメラにて常時録画。

• 監視カメラにて撮影された映像は約1ヶ⽉保存。

• 焼却炉運転室及び処理現場側管理職事務所にてモニター監視

• ご要望がある場合は必要に応じ施錠できる倉庫にて保管。

① 受付カメラ ② 受付モニター ③ 構内カメラ ④ 事務所モニター
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当社監視カメラ内容（映像モニタリングシステム）８８

お客様から処理を依頼された廃棄物を現在13台の構内監視カメラ
で常時監視しています。
今後は更に監視カメラを28台増設!! 監視カメラの死⾓をなくし
「犯罪抑制」・「有事の際の録画映像確認や業務改善」に活⽤。
お客様から処理依頼された「廃棄物の流出、不正持ち出し」の防⽌
に取り組んでいます。
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当社監視カメラ（モニタリング設置場所）９９

●監視カメラ設置
（28台増設予定場所）

本社・伏見環境保全センター
敷地面積 ２５，０００㎡（概算）
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処理会社として出来る廃棄物流出防⽌対策として （従業員教育事例）1010
① 業界内の不適正事案などを紹介して適正処理に向けた社内研修を
実施。

② 社内で環境委員会を設け毎⽉実施。環境関連の取組み状況報告、
特別事案の処理状況報告、環境法規制の変更点の周知、及び構内
巡視を実施。

③ ISO14001の取組みを通じて、各職場の環境改善や業務⼿順など
机上及び現場で監査を実施。



■混合廃棄物の最終処分量削減を目的とした選別設備整備排出事業者様へお願い。

（処理委託される廃棄物が正しく処理されることを願って!!）
1111

⽇々の仕事で出る産廃の処理責任は、それが最終的に埋め⽴てられたり、リサイクルされ
廃棄物でなくなるまで（いわゆる最終処分まで）の間、その産廃を出した排出事業者に課
せられ、また、最終処分されるまでの間、排出事業者には処理が適正に⾏われるために必要
な措置をとる責任（注意義務）があります。
そのため、許可を有する産廃業者に処理を委託したとしても、その責任は免れません。
また、処理の途中で産廃が不法投棄されるなど不適正な処理がされた場合、不法投棄をし
た者だけでなく、排出事業者に対しても産廃の撤去などの措置命令がされることがあり、
また、排出事業者の代表者や担当者が罰せられ、名前が公表されるなど、会社全体の
社会的信⽤の低下は免れず、企業のブランドイメージの低下にも繋がることも予想されます。

排出事業者の処理責任!!
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1212 排出事業者様へお願い。

（処理委託される廃棄物が正しく処理されることを願って!!）

①契約前の処理会社へ訪問、処理現場確認を⾏ない、信頼して処理依頼できるかを判断。
*経営状況や経営姿勢の確認（会社概要、決算書、環境報告書、など）
*許可書の確認（処分内容・許可品⽬など）

*処理業者の確認 「依頼する廃棄物の処理⽅法を確認」
*適正な処理価格の確認。（⽐較⾒積取得）
*優良事業者認定の有無を確認（信頼できる会社の判断材料のひとつ）

②契約時に処理業者と⼗分協議の上、契約を締結する
*廃棄物の荷姿や搬⼊量などについて協議後に契約締結
（例：荷姿、⼀回搬⼊あたりの数量、必要な措置（⽳あけ、開封、他）

廃棄物処理を依頼する会社判断のポイント（例）
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1313 排出事業者様へお願い。

（処理委託される廃棄物が正しく処理されることを願って!!）

廃棄物処理を依頼する会社判断のポイント（例）

③定期的な現場視察の実施
*年1回〜2回、もしくは頻度が低い廃棄物についてはその都度現場を訪問し、

契約内容に基づく処理がされているかを確認する

④マニフェストの正確な記⼊、チェック及び管理
*定められた内容を明確に記⼊し、搬⼊時、処理後に

返却されるマニフェスト内容チェックする
⑤その他
*写真付きの廃棄証明書の依頼 *監視カメラによる映像を提供の依頼
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1414 排出事業者様へお願い。

（処理委託される廃棄物が正しく処理されることを願って!!）

廃棄物処理を依頼する会社判断のポイント（例）

⾷
品
廃
棄
物
処
理
業
者
の

現
地
確
認
チ
␿
⑁
ク
リ
ス
ト

(

Ｐ
13
〜
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1515 排出事業者様へお願い。

（処理委託される廃棄物が正しく処理されることを願って!!）

廃棄物処理を依頼する会社判断のポイント（例）
許可番号（下6桁）：　 収集運搬 ： 積替保管 環境委員長 環境副委員長 EMR 部門長 所属長 調査者氏名

中間処理：

最終処分：

①創業年月：　　　　年　　　月　　日 ②資本金：　　　　千円 ③従業員数：　　 　　名(グループ会社含

④敷地面積：　　　　　　　　ｍ
2 ⑥売上高：　　　　　　　　　　千円

チェック方法： ①書類（測定結果、手順書等）、現場（保管、処理、処分の施設）を確認し、添付書類として併せて記録する。

  　　 ②□、△項目※2に適合する場合は（良好な場合）塗りつぶす（□、△）非該当は取り消線。（例：□許可期限内）

※3）評価欄の記入方法： 次の評価基準に従い「3、2、1,0、－」のいずれかを記入　

 評価基準：　「３」=非常に良好：□と△項目に全て適合（□、△）　し、「法令違反、環境汚染」が無い場合、　「２」=許容範囲内：「法令違反・環境汚染」はないが△項目に適合しないものがある場合。　　

　 　 　　「１」=不適合：「□項目に適合しない場合」及び「法令違反、環境汚染・地域とのトラブル発生のリスク有り　や　不適正処理（分別等処理不十分で委託先でのリスク有り）と判断できる場合」

　　「０」＝対応不十分、「－」＝対象外

1

2 ●当初許可日付：　

3

4

5

6

7

8 廃棄物に関する施設である旨の表示　　□内容が許可証と一致　　□所在地が許可証と一致

9

10

11

12

13

14 周辺生活環境への悪臭、騒音等の影響　　△周辺への影響無い　　△施設反対の看板無い

信
用
度

優良認定を受けているか：
　　処分業者であれば中間処理・最終処分施設の所在場所、収集であれば委託運搬区間の最初と最後

許可証（収集運搬の場合は最初と最後の許可証）
●許可の条件：

日量　　　　ｔ搬入
％

　　　　　　回/日

産廃情報ネットでの公開

作業風景の写真撮影、作業環境の測定値　

社名看板と許可表示板　

車両台数 : (台)

先方応対者氏名 ：　

委託廃棄物名

廃プラスチック類

地域住民とのトラブル（訴訟・新聞報道）や行政からの改善・措置命令の状況
              　３、:発生無し　２、:解決から5年以上　１、:解決から5年未満　0、発生後、解決に至っていない

確認内容
写真・データを添付し●印の確認内容を記入

                        　（印）

評価
※3

許可証（収集運搬の場合は最初と最後の許可証）
●許可の条件：　特になし（許可証添付）

停止理由： 

保
管
施
設
共
通

敷地境界と施設周辺生活環境の測定値　

廃棄物保管は適切か   □許可品以外無い　　□表示板　　□処分を考慮した保管区分
　　　　　　　　　　　　　　　□保管量（積替え7日分、処理14日分以内）　　　□積上げ高さ

火災、流出等緊急時対策は適切か
　　　　　　　　　　　　　　　 □消防法表示　　□危険物表示　　□予防対策　　△対応訓練・対応手順

会社
概要

区分

許
可
証

中間・最終処分の受入量は処理能力に対して適切　：負荷率を評価
　              ３、:負荷率95%未満　２、:100%未満、95%以上　１:100%以上

委託先の事業の範囲と委託する産業廃棄物の種類の合致
　              □許可期限内（更新申請中含む）　　□委託廃棄物の種類　　□許可の条件

⑤年間取り扱い量：　　　　　　ｔ

過去の許可停止の状況：許可停止を受けてからの期間
　              ３、:発生無し　２、:解決から5年以上　１:解決から5年未満　0、発生後、解決に至っていない

廃棄物の運搬量は登録車両台数に比べて適切である：
              　□台帳　　△作業日報　　△運送計画

チェック項目
□、△に該当（良好）する場合塗りつぶす（■、▲）　非該当は取り消線。（例：■許可

期限内）

廃棄物受入管理は適切か　　　　　　　　  □日報　　□受入帳簿　　△夜間受入は無いか（自社運搬のみ夜間あ

環境保全は適切か　　　□囲い高さ強度　　□廃棄物の飛散､流出､地下浸透防止対策 　　△雨水防止

予防対策（消化設備、土嚢等）、緊急対応手順書
●消防法の該当有無：

従業員の作業環境は適切か　△騒音、粉塵、安全対策　　△保護具

許可範
囲と廃
棄物の
種類

台当り運搬回数
 （回/日）

漏洩防止対策と河川への排水（経路図等）

確認日時：　　　　　　年　　月　　　日　　　　　：　　～　　　：

負荷率: (%)
日間処理量 : (t、ｍ

３)

当社使用のチェックシート!!
（許可書・信用度・保管施設・
収集運搬・中間・最終処分など）
委託担当及びISO担当が先方処理
会社で「現場確認」を実施。
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1616 排出事業者様へお願い。

（処理委託される廃棄物が正しく処理されることを願って!!）

廃棄物処理を依頼する会社判断のポイント!!

［ポイント］

不適正な処理を「されない、させない」

ためにも、処理を委託した産廃処理会社の

中間処理及び最終処分の事業場を訪問、

自らの目で確認!! 適正に処理が行われて

いる産廃処理会社に処理委託することが

非常に重要です。
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1717 排出事業者様がひと⼿間⼯夫してはどうでしょうか。

（処理委託される廃棄物が正しく処理されることを願って!!）

⾷品・商品系廃棄物や機密系産業廃棄物などは、まだ物としての
商品価値があることから市場に出回る恐れがあります。
その為にも廃棄物処理を委託される場合は排出企業様の⽅で商品
価値を下げるよう（流通させないように）商品にひと⼿間（開封や
つぶしなど）おこなう事で処理委託される廃棄物の流通防⽌に役⽴
つと思います。
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1818 最後に。
（処理委託される廃棄物が正しく処理されることを願って!!）

みなさんが処理を委託する廃棄物はまだまだ商品価値があるもの

が多くあります。不正処理・流出・流用・転売など様々な問題が

発生することが十分に考えられます。その予防策の第一歩として

排出事業者の方々が自らの意思で実施できること。

それが「廃棄物処理会社の現場確認」です。

是非とも皆様が依頼されている処理会社の現場をご確認していた

だき本当に安心して廃棄物処理を任せられる処理会社か？ 自社

の社会的信用を汚すことのない会社か？ 現場確認されることを

お勧め致します。＊処理が完全終了するまで排出者責任が伴います＊
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〜 守り・創ろう 美しい街 〜

株式会社 京都環境保全公社

ご清聴ありがとうございました。


